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【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 2年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】試験問題 G 

□1  次の問いに答えなさい。 

(1) 69+− を計算しなさい。 

(2) ( ) ( )55 2 −÷− を計算しなさい。 
(3) yxyx 7345 −++ を計算しなさい。 

(4) ( ) ( ) xxyx 883 2 ÷−×− を計算しなさい。 

(5) 連立方程式




−=−
=+

12
114

yx
yx

 を解きなさい。 

(6) 947 =− yx を yについて解きなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 3−  (2) 5−  (3) yx 38 −  (4) yx 29−  (5) 2,3 == yx  

(6) 
4

97 −
=

xy  

 

□2  セ氏温度とカ氏温度の間には，セ氏の 0℃はカ氏の 32°F， セ氏の 100℃はカ氏の

212°Fという関係があり，セ氏の x℃がカ氏の y °Fであるとすると， yは xの一次関数で

ある。次の問いに答えなさい。 
(1) yx, の関係を式に表しなさい。 

(2) ある日の東京の最高気温は 25℃，最低気温は 15℃であった。これをそれぞれカ氏温

度で表しなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 328.1 += xy  (2) 最高気温：77°F，最低気温：59°F 

[解説] 

yは xの一次関数であるので， baxy += とおくことができる。 

セ氏 0℃はカ氏 32°Fなので， 32,0 == yx を代入して， 32,032 =+×= bba ･･･① 

http://www.fdtext.com/dat/
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セ氏 100℃はカ氏 212°Fなので， 212,100 == yx を代入して， 

212100,100212 =++×= baba ･･･② 

①を②に代入すると， 8.1,180100,21232100 ===+ aaa  

よって， 328.1 += xy  

(2) 25=x を 328.1 += xy に代入すると， 7732258.1 =+×=y  

15=x を 328.1 += xy に代入すると， 5932158.1 =+×=y  

 

 

□3  ある人が家から 3km 離れた駅へ自転車で行く。

右の図は，家を出てから x分後にいる地点から駅までの

道のりを y km として， yx, の関係を表したものであ

る。 
(1) 駅に着くのは何分後ですか。 

(2) 4 分後，6 分後にいる地点から駅までの道のりは，

それぞれ何 kmですか。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 12分後 (2) 4分後：2km，6分後：1.5km 

[解説] 

(1) 駅に着いたとき 0=y  グラフで 0=y のとき 12=x  よって 12分後 

(2) グラフより， 4=x のとき 2=y  よって 4分後の駅までの距離は 2km 

グラフより， 6=x のとき 5.1=y  よって 6分後の駅までの距離は 1.5km 

 

□4  下の図で∠ x，∠ yの大きさを求めなさい。( l  // mとする) 

(1)            (2)           (3) 
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(4)            (5)           (6) 

 

 

 

 

 

(7)             (8)           (9) 

 

 

 

 

 

(10)             (11) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

(5)  (6)  (7)  (8)  

(9)  (10)  (11)  

[解答](1) 54° (2) 113° (3) 69° (4) 25° (5) 63° (6) 25° (7)  20° (8) 40° 

(9) 125° (10) 104° (11) 115° 

[解説] 

(1) 「平行線では錯角は等しい」ので， x＝54° 

(2) 「平行線では同位角は等しい」の性質を使って，図のように

67°を移す。図より， x＋67°＝180° ゆえに x＝113° 

(3) 「三角形の内角の和は 180°」なので， x＋42°＋69°＝180° 

x＋111°＝180° ゆえに x＝69° 
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(4) 「三角形の外角は，それととなり合わない 2つの内角の和に等しい」ので， 

x＋58°＝83° ゆえに x＝25° 

(5) 「平行線では錯角は等しい」の性質を使って，図のよう

に 52°を移す。また，「対頂角は等しい」性質を使って，図

のように 65°を移す。 

図より， x＋65°＋52°＝180° 

x＋117°＝180° ゆえに x＝63° 

(6) このタイプの問題は，右図のように他の 2本の直線と平行

な補助線を引くのがポイント。 

「平行線では錯角は等しい」の性質を使って，図のように 65°

と xの角を移す。 

図より， x＋65°＝90° ゆえに x＝25° 

(7) 「平行線では錯角は等しい」性質を使って，図のように

40°を移す。 

「三角形の内角の和は 180°」の性質より， 

x＋40°＋120°＝180°， x＋160°＝180° 

ゆえに x＝20° 

(8) 「三角形の外角は，それととなり合わない 2 つの内角の和

に等しい」ので 

△ABCで，∠BCE＝46°＋42°＝88° 

△CDEで，∠BCE＝48°＋ x  

ゆえに 48°＋ x＝88° よって x＝40° 

(9) 図のように AEを延長させた補助線 EDを引く。 

「三角形の外角は，それととなり合わない 2 つの内角の和

に等しい」ので，△ABDで， 

∠EDC＝53°＋37°＝90° 

また，△EDCで， x＝∠EDC＋35° 

ゆえに x＝90°＋35°＝125° 

(10) 五角形の内角の和は，180°×(5－2)＝540° 

ゆえに，(180°－60°)＋ x＋104°＋97°＋115°＝540° 

x＝104° 
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(11)「三角形の内角の和は 180°」なので，△DBCで 

x＋ａ＋ｂ＝180°， x＝180°－(ａ＋ｂ)･･･① 

△ABCで，2ａ＋2ｂ＋50°＝180° 

2(ａ＋ｂ)＝130° ゆえにａ＋ｂ＝65°･･･② 

②を①に代入すると， 

x＝180°－65°＝115° 

 

 

□5  三角形で，2つの内角が次のような大きさのとき，その三角形は鋭角三角形，鈍角三

角形，直角三角形のどれですか。 
(1) 55°，75°     (2) 35°，55°     (3) 70°，30° 

(4) 97°，33°     (5) 65°，90°     (6) 10°，70° 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 鋭角三角形 (2) 直角三角形 (3) 鋭角三角形 (4) 鈍角三角形 (5) 直角三角

形 (6) 鈍角三角形 

[解説] 

三角形の 3つの角の中で最大の角が，①鋭角(90°より小さい)なら鋭角三角形，②直角なら

直角三角形，③鈍角(90°より大きい)なら鈍角三角形である。 

(1) (他の角)＝180°－(55°＋75°)＝50°で，最大角 75°が鋭角なので鋭角三角形。 

(2) (他の角)＝180°－(35°＋55°)＝90°で，最大角が直角なので直角三角形。 

(3) (他の角)＝180°－(70°＋30°)＝80°で，最大角 80°が鋭角なので鋭角三角形。 

(4) (他の角)＝180°－(97°＋33°)＝50°で，最大角 97°が鈍角なので鈍角三角形。 

(5) (他の角)＝180°－(65°＋90°)＝25°で，最大角が直角なので直角三角形。 

(6) (他の角)＝180°－(10°＋70°)＝100°で，最大角 100°が鈍角なので鈍角三角形。 
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□6  次の各問いに答えなさい。 

(1) 十角形の内角の和は何度か。 

(2) 内角の和が 1800°になる多角形は何角形か。 

(3) 1つの外角が 45°である正多角形は正何角形か。 

(4) 右の図で，∠a～∠gの 7つの角の和を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 1440° (2) 十二角形 (3) 正八角形 (4) 540° 

[解説] 

(1) 「(n角形内角の和)＝180°×(n－2)」なので， 
(十角形の内角の和)＝180°×(10－2)＝1440° 

(2) (n角形内角の和)＝180°×(n－2)＝1800°とおくと，n－2＝10，n＝12 

ゆえに十二角形 

(3) 正 n角形とする。1つの外角の大きさが 45°なので外角の和は 45°×n 

「多角形の外角の和は 360°」なので， 

45°×n＝360°，n＝8 よって正八角形 
(4) 右図のように，角 zyx ,, をとる。 

「三角形の外角は，それととなり合わない 2つの内角の和に等しい」
ので，ｚ＝ｄ＋ｅ，ｚ＝ x＋ y  

よってｄ＋ｅ＝ x＋ y  

また，五角形の内角の和は 180°×(5－2)＝540°なので， 

ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ＋ｆ＋ｇ＝(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｆ＋ｇ)＋(ｄ＋ｅ) 
＝(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｆ＋ｇ)＋( x＋ y ) 

＝540° 
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□7  次の図の三角形を，合同な三角形の組に分けなさい。また，そのとき使った合同条件

をいいなさい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

 

[解答]アとエ：一辺とその両端の角がそれぞれ等しい 

イとカ：三辺がそれぞれ等しい 

ウとオ：二辺とその間の角がそれぞれ等しい 

[解説] 

三角形の合同条件は，「3辺がそれぞれ等しい」，「2辺とその間の角がそれぞれ等しい」，「1

辺とその両端の角がそれぞれ等しい」の 3つ 

 



 8

【】試験問題 H 

□1  次の(1)～(4)で yが xの 1次関数であるものには○を，そうでないものには×を解答

欄に書き入れなさい。 
(1) 1辺が x cmの正方形の周の長さ y cm 

(2) 面積が 16 cm2の三角形の底辺の長さ x cmと高さ y cm 

(3) 30kmの道のりを，時速 4kmで x時間歩いたときの残りの道のり y km 

(4) 半径が x2 cmの円の面積を y cm2とする。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) ○ (2) × (3) ○ (4) × 

[解説] 

関数の中で yが xの一次式で表されるもの，すなわち baxy += の形になるものが一次関

数である。比例 axy = は 0=b のときで一次関数の一種である。
2axy = ( xの 2乗に比例)，

x
ay = (反比例)などは一次関数ではない。 

(1) (正方形の周の長さ y )＝(1辺の長さ x )×4なので， xyxy 4,4 =×=  baxy += で

0=b の場合 axy = となる(比例)。これは一次関数の一種である。 

(2) (三角形の面積16 )＝
2
1
×(底辺 x )×(高さ y )なので，

x
yxyyx 32,32,

2
116 ==××=  

これは反比例の式で， baxy += の形になっていないので一次関数ではない。 

(3) (残りの道のり y )＝30－(速さ4 )×(時間 x )なので， 304,430 +−=−= xyxy  

baxy += の形になっているので一次関数である。 

(4) (円の面積 y )＝(円周率π )×(半径)2なので， ( ) 22 4,2 xyxy ππ =×=  
これは baxy += の形になっていないので一次関数ではない。 

 
 

□2  次の問いに答えなさい。 

(1) 1次関数 3
2
1

−= xy の変化の割合を求めなさい。 

(2) 1次関数 93 −= xy のグラフにおいて，傾きと y軸上の切片をいいなさい。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 
2
1
 (2) 傾き：3，切片－9 

[解説] 

(1) 一次関数では変化の割合はつねに傾きに等しくなる。したがって変化の割合は
2
1

 

(2) baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。したがっ

て 93 −= xy の傾きは3，切片は 9−  

 

□3  次の(1)～(3)にあてはまる 1次関数を，ア～ウの中から選びなさい。 

(1) グラフが点(－2，3)を通る。 

(2) グラフが直線 53 +−= xy と平行になる。 

(3) グラフが直線 32 −= xy と y軸上で交わる。 

  ア 72 += xy   イ 33 −= xy   ウ 33 −−= xy  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) ア，ウ (2) ウ (3) イ，ウ 

[解説] 

(1) 3,2 =−= yx を代入したとき(左辺)＝(右辺)が成り立つとき，グラフは点(－2，3)を

通る。 

ア：(左辺)＝ 3=y ，(右辺)＝ ( ) 372272 =+−×=+x  ゆえに(左辺)＝(右辺) 

イ：(左辺)＝ 3=y ，(右辺)＝ ( ) 932333 −=−−×=−x  ゆえに(左辺)≠(右辺) 

ウ：(左辺)＝ 3=y ，(右辺)＝ ( ) 332333 =−−×−=−− x  ゆえに(左辺)＝(右辺) 

したがってアとウのグラフが点(－2，3)を通る。 

(2) 傾きが等しい 2つの直線は平行になる。したがって 53 +−= xy と平行になるのはウの

33 −−= xy である。 

(3) baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。切片が等

しい 2つの直線は y軸上で交わる。 32 −= xy の切片( 3− )と等しいのはイ 33 −= xy と 

ウ 33 −−= xy の 2つである。 
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□4  次の連立方程式を解きなさい。 

(1) 




=−
=−

523
972

yx
yx

 (2) 




=−
−=

43
32

yx
xy

 

[解答欄] 

(1) 




=
=

y
x

 (2) 




=
=

y
x

 

[解答](1)




−=
=

1
1

y
x
 (2)





−=
=

1
1

y
x

 

[解説] 

(1) 




=−

=−

･･･②

･･･①

523
972

yx
yx

 

加減法で解く(代入法は不適当)。 xの係数の絶対値を6にそろえるために①×3，②×2  





=−

=−

･･･②’

･･･①’

1046
27216

yx
yx

 

yを消去するために①’－②’ 

1717

1046)
27216

=−

=−−
=−

y

yx
yx

  ゆえに ( ) 11717 −=−÷=y  

1−=y を①に代入すると， ( ) 1,22,972,9172 ===+=−×− xxxx  

よって 1,1 −== yx  

 

(2) 




=−

−=

･･･②

･･･①

43
32

yx
xy

 

代入法で解く。( ～～ == xy , という式があるときは代入法が計算しやすい) 

①の yを②の yに代入すると， 

( ) 1,55,496,4323 =−=−=+−=−− xxxxxx  

1=x を①に代入すると， 1312 −=−×=y  よって 1,1 −== yx  
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□5  連立方程式




−=−
=+

2
11

aybx
byax
の解が 4,3 −== yx になるという。 ba, の値を求めな

さい。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[解答] 





−=−
=+

2
11

aybx
byax
に 4,3 −== yx を代入すると，





−=+
=−

243
1143

ab
ba

 これを ba, の連立方程

式として解く。 





−=+

=−

･･･②

･･･①

234
1143

ba
ba

 

加減法で解く(代入法は不適当)。bの係数を12にそろえるために①×3，②×4  





−=+

=−

･･･②’

･･･①’

81216
33129

ba
ba

 

bを消去するために①’＋②’ 

2525

81216)
33129

=

−=++
=−

a

ba
ba

 ゆえに 12525 =÷=a  

1=a を②に代入すると， 2,63,2314 −=−=−=+× bbb  

よって， 2,1 −== ba ･･･答 

[解説] 

例えば，連立方程式





=+

=+

･･･②

･･･①

2925
2323

yx
yx

の解は 7,3 == yx であるので， 

①，②の式に 7,3 == yx を代入して(左辺)＝(右辺)がなりたつ。 

①に 7,3 == yx を代入すると，(左辺)＝ 237233 =×+× ＝(右辺)がなりたつ。 

②に 7,3 == yx を代入すると，(左辺)＝ 297235 =×+× ＝(右辺)がなりたつ。 

これは，係数に ba, 等の文字が使われている場合も同様である。この問題についていえば， 
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連立方程式





−=−

=+

･･･④

･･･③

2
11

aybx
byax

の解が 4,3 −== yx であるので，③，④の式に

4,3 −== yx を代入しても(左辺)＝(右辺)がなりたつ。 

③に 4,3 −== yx を代入すると， ( ) 1143,1143 =−=−×+× baba ･･･⑤ 

④に 4,3 −== yx を代入すると， ( ) 243,243 −=+−=−×−× abab ･･･⑥ 

がそれぞれなりたつ。 

⑤，⑥を同時に満たす ba, を求めるためには，⑤，⑥を ba, についての連立方程式とし
て解けばよい。 

 

□6  次の問いに答えなさい。 

(1) 1次関数 52 += xy について xの値が 1から 4まで増加するときの yの増加量を求め
なさい。 

(2) 1次関数 43 −= xy について yの増加量が 3であるときの xの増加量を求めなさい。 

(3) 1 次関数 3+= axy で xの増加量が 2 であるときの yの増加量が－1 である。aの値
を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 6 (2) 1 (3) 
2
1

−  

[解説] 

一次関数 baxy += の場合，aは変化の割合を表す。 

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y ＝(変化の割合)なので，( yの増加量)＝(変化の割合)×( xの増加量) 

(1) 52 += xy の式より(変化の割合)＝2，( xの増加量)＝ 314 =−  

ゆえに，( yの増加量)＝(変化の割合)×( xの増加量)＝ 632 =×  

(2) 43 −= xy なので(変化の割合)＝3，また，( yの増加量)＝3なので 

( yの増加量)＝(変化の割合)×( xの増加量)より， 

33 = ×( xの増加量) よって( xの増加量)＝1 

(3) a＝(変化の割合)＝
)(
)(

の増加量

の増加量

x
y ＝

2
1

2
1

−=
−
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□7  次の 1次関数のグラフを書きなさい。 

(1) 13 −= xy  (2) 22 −−= xy  

(3) 3
3
2

+−= xy  (4) ( )641
2
1

≦xxy <−−=  

[解答欄] [解答] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解説] 
baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) グラフをかくには，まず切片の座標をおさえる。 

13 −= xy の切片は－1なので，P(0，－1)を通る。 

(傾き)＝
1
33 = ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝3 

Pから x方向に＋1， y方向に＋3だけすすめた点 Qをと

る。PQを結んだ直線が 13 −= xy のグラフになる。 

(2) 22 −−= xy の切片は－2なので，R(0，－2)を通る。 

(傾き)＝
1
22 −

=− ＝
)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)

＝1のとき，( yの増加量)＝－2 

R から x 方向に＋1， y 方向に－2 だけすすめた点 S をとる。RS を結んだ直線が
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22 −−= xy のグラフになる。 

(3) 3
3
2

+−= xy の切片は 3なので，T(0，3)を通る。 

(傾き)＝
3
2

3
2 −
=− ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝3のとき，( yの増加量)＝－2 

Tから x方向に＋3， y方向に－2だけすすめた点 U

をとる。TUを結んだ直線が 3
3
2

+−= xy のグラフに

なる。 

(4) ( )641
2
1

≦xxy <−−= の切片は－1なので，V(0，－1)を通る。 

(傾き)＝
2
1
＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)＝2のとき，( yの増加量)＝1 

Vから x方向に＋2，y方向に＋1だけすすめた点Wをとる。変域が 64 ≦x<− なので，

この範囲だけを実線でかき，範囲外の部分を点線でかく。 4−=x は範囲外なので○で表し，

6=x は範囲内なので●で表す。 

 

 

□8  次の条件をみたす 1次関数の式を求めなさい。 

(1) 変化の割合が－3で， x＝2のとき y＝4である。 

(2) 定数の部分が 6で， x＝－8のとき y＝－2である。 

(3) xと yの関係が下の表のようになっているとき。 

x  ･･･ －4  －2   0   2   4   6 ･･･ 
y  ･･･  15   11   7   3  －1  －5 ･･･ 

(4) xの増加量が 4のとき yの増加量は－3， 8=x のとき 5=y である。 

(5) x＝2のとき y＝－4， x＝－2のとき y＝8である。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  
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[解答](1) 103 +−= xy  (2) 6+= xy  (3) 72 +−= xy  (4) 11
4
3

+−= xy  

(5) 23 +−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 一次関数では(傾き)＝(変化の割合)なので，傾きは－3 

ゆえに，直線の式は bxy +−= 3 とおくことができる。 

4,2 == yx を bxy +−= 3 に代入すると， 10,64,234 =+−=+×−= bbb  

よって，求める直線の式は 103 +−= xy  

(2) 定数の部分が 6なので， 6+= axy とおくことができる。 

2,8 −=−= yx を 6+= axy に代入すると， 

( ) 1,88,682,682 =−=−+−=−+−×=− aaaa  

よって，求める直線の式は 6+= xy  

(3) 表より， 0=x のとき 7=y なので切片は 7 

表より， xが 0から 2まで+2変化するとき， yは 7から 3と 3－7＝－4と変化する。 

ゆえに(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 2

2
4

−=
−

 

よって，求める直線の式は 72 +−= xy  

(4) xの増加量が 4のとき yの増加量が－3なので， 

(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝

4
3

4
3

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は bxy +−=
4
3
とおくことができる。 

この式に 8=x ， 5=y を代入すると， 11,65,8
4
35 =+−=+×−= bbb  

よって，求める直線の式は 11
4
3

+−= xy  

(5) 求める直線の式を baxy += とおく。 

4,2 −== yx を代入すると， 42,24 −=++×=− baba ･･･① 

8,2 =−= yx を代入すると， ( ) 82,28 =+−+−×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 
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124

82)
42

−=

=+−−
−=+

a

ba
ba
 3,124 −=−= aa  

3−=a を①に代入すると， ( ) 2,46,432 =−=+−−=+−× bbb  

よって，求める直線の式は 23 +−= xy  

 

 

□9  次の(1)から(3)の直線の式をそれぞれ求めなさい。  

[解答欄] 

(1)  

(2)  

(3)  

[解答](1) 1−= xy  

(2) 22 +−= xy  

(3) 
2
5

4
3

−−= xy  

[解説] 

baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1)の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，－1)と読み取れる。したがっ

て切片bは－1， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図
の点 Q。P から Q で， xは＋1， yは＋1 変化する。したがって直線の

傾きaは 1
1
1
=  ゆえに，求める直線の式は 1−= xy である。 

(2) の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，2)と読み取れる。したがって切

片bは 2， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると右図の点 S。R

から Sで，xは＋1，yは－2変化する。したがって直線の傾きaは 2
1
2

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は 22 +−= xy である。 
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(3) 切片は整数にならないので右の図のような 2点 T(－2，－1)， 
U(2，－4)をとって考える。Tから Uで，xは＋4，yは－3変化する。

したがって直線の傾きaは
4
3

4
3

−=
−

 

よって，直線の式は bxy +−=
4
3
とおくことができる。この直線は

点 T(－2，－1)を通るので， 1,2 −=−= yx を代入すると， 

( )
2
5

2
31,

2
31,2

4
31 −=−−=+=−+−×−=− bbb  

ゆえに，求める直線の式は
2
5

4
3

−−= xy  

 

 

□10  大小 2つの数がある。小さい方の数の 2倍に大きい方の数を加えると 81になる。ま

た，大きい方の数の 2倍から小さい方の数の 3倍をひくと 1になる。このとき，大，小 2

つの数を求めなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
大きい方の数を x，小さい方の数を yとする。 

小さい方の数 yの 2倍に大きい方の数 xを加えると 81になるので， 

812 =+ xy ･･･① 

大きい方の数 xの 2倍から小さい方の数 yの 3倍をひくと 1になるので， 

132 =− yx ･･･② 

①，②を代入法で解く(加減法でも可)。 

①より， yx 281−= ･･･①’ 

①’を②に代入すると， 
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( ) 23,1617,134162,132812 =−=−=−−=−− yyyyyy  

23=y を①’に代入すると， 3523281 =×−=x  

ゆえに， 23,35 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，大きい方の数は 35，小さい方の数は 23･･･答 

 

 

□11  Aさんが家から 1200m離れた駅まで行くのに，はじめは分速 80mで歩き，途中から

分速 120mで走ったところ 12分かかった。次の問いに答えなさい。 
(1) Aさんの歩いた道のりを x m，走った道のりを y mとして連立方程式を立てなさい。 

(2) (1)の連立方程式を解いて，Aさんの歩いた道のり，走った道のりをそれぞれ何mか求

めなさい。 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 

(1) 家から駅まで 1200mなので， 1200=+ yx ･･･① 

分速 80m で x m 歩くのにかかる時間は
80
x
分，分速 120m で y m 走るのにかかる時間は

120
y
分で，合計 12分かかっているので， 12

12080
=+

yx
･･･② 

よって求める連立方程式は，







=+

=+

12
12080

1200
yx

yx
 

(2) ①，②の連立方程式を代入法で解く(加減法も可)。 

①より xy −= 1200 ･･･①’ 
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②の両辺に240をかけて分母を払うと， 288023 =+ yx ･･･②’ 

①’を②’に代入すると， 

( ) 480,2880224003,2880120023 ==−+=−+ xxxxx  

480=x を①’に代入すると， 7204801200 =−=y  

ゆえに， 720,480 == yx  

これは問題にあてはまる。 

よって，歩いた道のりは 480m，走った道のりは 720mである。･･･答 

[解説] 

・速さの問題では，(時間)＝(距離)÷(速さ)＝
速さ

距離の公式を使う。 

・速さの問題では，図をかくとわかりやすい。与えられた条件をすべて図に記入し，図を

見ながら，距離とかかった時間に注目して式を作る。速さを変えた地点を P地点とする。 

・距離について 

 (家～P間の距離)＋(P～駅間の距離)＝1200 

 1200=+ yx ･･･① 

・かかった時間について 

(家～P間にかかった時間)＋(P～駅間にかかった時間)＝12 

 (家～P間の距離)÷80＋(P～駅間の距離)÷120＝12 

 12
12080

,1212080 =+=÷+÷
yxyx ･･･② 

・①，②を連立方程式として解く。 

・最後に計算の結果求めた yx, の値を一応，吟味する。通常は，「これは問題にあてはま

る。」と書いておけばよい。 
 

 

□12  1辺が 12cmの正方形 ABCDで，点 Pは辺 CD上を頂点

Cから Dまで秒速 2cmの速さで動く。Pが出発してから x秒後

の台形 ABCPの面積を y cm2とする。次の問いに答えなさい。 
(1) yを xの式で表しなさい。 

(2) 台形 ABCP の面積が 120cm2になるのは点 P が頂点 C を

出発してから何秒後か。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 7212 += xy  (2) 4秒後 

[解説] 

(1) x秒後の CP＝ x2 cm，よって ( ) 721212212
2
1

+=×+= xxy  

(2) 1207212 =+x とおいて，方程式を解くと， 4=x  

 

□13  直線 l： 42 += xy ，傾き－1 の直線 m が図のように

点 P(2，8)で交わっている。次の問いに答えなさい。 
(1) 直線mの式を求めなさい。 

(2) △ABPの面積を求めなさい。 

(3) 点 P を通り，△ABP の面積を 2 等分する直線の式を求

めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 10+−= xy  (2) 48 (3) 164 +−= xy  

[解説] 

(1) 傾きが－1 なので m の式は bxy +−= とおくことができる。P(2，8)を通るので，
8,2 == yx を bxy +−= に代入して， b+−= 28 ， 10=b  

よって，直線mの式は 10+−= xy となる。 
(2) 42 += xy に 0=y を代入すると， 

420 += x で 2−=x 。よって点 Aの x座標は－2 
同様に点 Bの x座標は 10。よって AB＝10－(－2)＝12 
底辺を ABとすると，高さは点 Pの y座標で 8 

従って△ABPの面積＝ 48812
2
1

=××  

(3) 線分 ABの中点をMとする。 

△PAMと△PBMで，それぞれの底辺をAM，BMとすると， 

AM＝BMで底辺の長さは等しい。高さは図の PHで共通。 

ゆえに△PAMと△PBMの面積は等しくなる。 
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ABの中点Mの x座標は， 4
2

102
=

+−
 

面積を二等分する直線はこの中点Mと点 Pを通る。 
この直線を caxy += とおく。 

点 P(2，8)を通るので， 8,2 == yx を代入して， 82,28 =++×= caca ･･･① 

点M(4，0)を通るので， 0,4 == yx を代入して， 04,40 =++×= caca ･･･② 

①，②を連立方程式として解く。①－②より， 4,82 −==− aa  

4−=a を①に代入して， ( ) 16,88,842 ==+−=+−× ccc  

よって面積を二等分する直線の式は， 164 +−= xy  
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【】試験問題 I 

□1  次の計算をしなさい。 

(1) aa 32 +−  (2) aba 34 −+−  

(3) ( )yx 523 +−  (4) ( ) 232 aaa ×÷−  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) a  (2) ba 44 +−  (3) yx 156 +−  (4) a  

[解説] 

(1) ( ) aaaa =+−=+− 3232  

(2) ( ) bababaaaba 444314334 +−=+−−=+−−=−+−  

(3) ( ) ( ) yxyxyx 1565323523 +−=×+−×=+−  

(4) ( ) aa
a

aaaa =××=×÷− 2
3

2232 1
 

 

□2  次の方程式を解きなさい。 

(1) 122 =x  (2) 2732 +=− xx  

(3) 




=−
=+

182
6

yx
yx

 (4) 




=+
=

103
2
yx
xy

 

[解答欄] 

(1)  (2)  

(3) 




=
=

y
x

 (4) 




=
=

y
x

 

[解答](1) 6=x  (2) 1−=x  (3) 




−=
=

2
8

y
x
 (4) 





=
=

4
2

y
x

 

[解説] 

(1) 122 =x  両辺を2で割ると， 6,212 =÷= xx  

(2) 2732 +=− xx の 3− と x7 をそれぞれ移項すると， 55,327 =−+=−2 xxx  

両辺を 5− で割ると， ( ) 1,55 −=−÷= xx  
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(3) 




=−

=+

･･･②

･･･①

182
6

yx
yx

を加減法で解く(代入法も可)。 yを消去するために①＋②で， 

243

182)
6

=

=−+
=+

x

yx
yx
 24=3x の両辺を3で割ると， 8=x  

8=x を①に代入すると， 2,86,6 −=−==+8 yyy  

(4) 




=+

=

･･･②

･･･①

103
2
yx
xy

を代入法で解く。①の yを②に代入すると， 

2,105,102 ===+3 xxxx  

2=x を①に代入すると， 422 =×=y  

 

 

□3  一次関数 23 +−= xy について次の問いに答えなさい。 

(1) 次の表の空欄(ア)(イ)を埋めなさい。 

x   －2  －1 0 1 2 3 
y  8 5  (ア)  －1  (イ)  －7 

(2) xの増加量が6であるときの yの増加量を求めよ。 

(3) yの変域が 4<y であるときの xの変域を求めよ。 

(4) 次のア～エのなかから，この関数のグラフ上にある点を全て選び，記号で答えよ。 

  ア(4，－10)  イ(1，－12)  ウ(－3，8)  エ(－3，11) 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) (ア) 2 (イ) －4 (2) －18 (3) 
3
2

−>x  (4) ア，エ 

[解説] 

(1)(ア) 23 +−= xy に 0=x を代入すると， 2203 =+×−=y  

(イ) 23 +−= xy に 2=x を代入すると， 426223 −=+−=+×−=y  

(2) 23 +−= xy の式より，この 1次関数の変化の割合は－3で， xが 1増加すると， 

yは－3増加する。したがって， xが 6増加すると， yは－3×6＝－18増加する。 
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(3) 23 +−= xy に 4=y を代入すると， 

3
2,423,234 −=−=+−= xxx  

右図より， 4<y になるのは，
3
2

−>x の範囲 

(4) ア： 4=x を代入すると， 10243 −=+×−=y なので， 

(4，－10)はこの直線上にある。 

イ： 1=x を代入すると， 1213 −=+×−=y なので，(1，－12)は

この直線上にはない。 

ウ： 3−=x を代入すると， ( ) 11233 =+−×−=y なので(－3，8)はこの直線上にはない。 

エ： 3−=x を代入すると， ( ) 11233 =+−×−=y なので(－3，11)はこの直線上にある。 

 

 

□4  次の一次関数のグラフをかきなさい。 

(1) 32 −= xy  (2) 2
3
2

+−= xy  

[解答欄] [解答] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解説] 

baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) グラフをかくには，まず切片の座標をおさえる。 32 −= xy の切片

は－3なので，P(0，－3)を通る。 
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(傾き)＝
1
22 = ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝1のとき，( yの増加量)＝2 

Pから x方向に＋1，y方向に＋2だけすすめた点Qをとる。PQを結んだ直線が 32 −= xy
のグラフになる。 

(2) 2
3
2

+−= xy の切片は 2なので，R(0，2)を通る。 

(傾き)＝
3
2

3
2 −
=− ＝

)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので，( xの増加量)＝3のとき，( yの増加量)＝－2 

Rから x方向に＋3， y方向に－2だけすすめた点 Sをとる。RSを結んだ直線が 

2
3
2

+−= xy のグラフになる。 

 

 

□5  次の直線(1)～(3)の式を求めなさい。 

 

[解答欄] 

(1)  

(2)  

(3)  

[解答](1) 4
3
2

+−= xy  (2) 23 += xy  

(3) 1−= xy  

[解説] 

baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1)の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，4)と読み取ることができる。 

したがって切片bは 4である。 yx, ともに整数になる点をグラフから読み
取ると右図の点 Q。Pから Qで， xは＋3， yは－2変化する。したがって

直線の傾きaは
3
2

3
2

−=
+
−

 ゆえに，求める直線の式は 4
3
2

+−= xy である。 
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(2)の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，2)と読み取ることができる。 

したがって切片bは 2 である。 yx, ともに整数になる点をグラフから読み
取ると右図の点 S。Rから Sで，xは＋1， yは＋3変化する。したがって直

線の傾きaは 3
1
3
=

+
+
 ゆえに，求める直線の式は 23 += xy である。 

(3)の直線が y軸と交わる点の座標は T(0，－1)と読み取ることができる。

したがって切片bは－1 である。 yx, ともに整数になる点をグラフから読
み取ると右図の点 U。Tから Uで， xは＋1， yは＋1変化する。したがっ

て直線の傾きaは 1
1
1
=

+
+
 ゆえに，求める直線の式は 1−= xy である。 

 

□6  次の問いに答えよ。 

(1) 変化の割合が 3で， 0=x のとき 5−=y である 1次関数を求めよ。 

(2) 直線 53 += xy に平行で，点(1，5)を通る直線の式を求めよ。 

(3) 2点(2，3)，(5，9)を通る直線の式を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 53 −= xy  (2) 23 += xy  (3) 12 −= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += でaは傾き(同時に変化の割合)，bは切片(直線が y軸と交わる点の y
座標)を表す。 

(1) 変化の割合が 3なので 3=a  よって bxy += 3 とおくことができる。 

この式に 5,0 −== yx を代入すると， 5,035 −=+×=− bb  

よって，求める式は 53 −= xy  

(2) 2直線が平行であるとき，2直線の傾きは等しい。 53 += xy に平行なので 

傾き 3=a  よって bxy += 3 とおくことができる。 

点(1，5)を通るので， 5,1 == yx を bxy += 3 に代入すると， 2,135 =+×= bb  

よって，求める式は 23 += xy  

(3) 点(2，3)を通るので， 3,2 == yx を baxy += に代入して， ba += 23 ･･･① 

また，点(5，9)を通るので， 9,5 == yx を baxy += に代入して， ba +=9 5 ･･･② 
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①，②の連立方程式を加減法で解く。②－①より， 2,36 == aa  

2=a を①に代入すると， 1,43 −=+= bb  よって，求める式は 12 −= xy  

 

 

□7  ある店では，パンとドーナツを合わせて 350個作りました。そのうち，パンは 90％，

ドーナツは 80％売れ，合わせて 300個売れました。パンとドーナツをそれぞれ何個作った

でしょうか。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
パンを x個，ドーナツを y個作ったとする。 

合わせて 350個作ったので， 350=+ yx ･･･① 

パン x個の 90％は x9.0 ，ドーナツ y個の 80％は y8.0 で，合わせて 300個売れたので， 

3008.09.0 =+ yx ･･･② 連立方程式①，②を代入法で解く。 

①より xy −= 350 ･･･①’ これを②に代入すると， ( ) 3003508.09.0 =−+ xx  

両辺を 10倍すると， ( ) 200,3000828009,300035089 ==−+=−+ xxxxx  

200=x を①’に代入すると， 150200350 =−=y  

よって， 150,200 == yx  これらは問題にあてはまる。 

ゆえに，パンを 200個，ドーナツを 150個作った。･･･答 
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□8  右の図の長方形 ABCDで，点 Pは Aを出発して辺

上を B，Cを通って Dまで動きます。点 Pが Aから x cm

動いたときの△APDの面積を y cm2として xと yのグラ

フを次の手順でかきなさい。 
(1) 点 Pが Aから Bまで動くとき， xを yの式で表し，

xの変域を求めなさい。 

(2) 点PがBからCまで動くとき，xを yの式で表し，
xの変域を求めなさい。 

(3) 点PがCからDまで動くとき，xを yの式で表し，

xの変域を求めなさい。 

(4) 点 Pが B，Cを通って Dまで動いたときのグラフ

をかきなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

(2)  

[解答](1) xy 2=  (0≦ x≦3) (2) 6=y  (3≦ x≦7)  (4) 

(3) xy 220−=  (7≦ x≦10) 

[解説] 

(1) 右の図 1より， 

(△APDの面積)＝
2
1
×(底辺 AD)×(高さ AP) なので， 

xy ××= 4
2
1

 よって， xy 2=  

点 Pが Bにきたとき， 3=x なので， xの変域は 0≦ x≦3 

(2) 右の図 2より， 

(△APDの面積)＝
2
1
×(底辺 AD)×(高さ AB) なので， 

34
2
1

××=y  よって， 6=y  
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点 Pが Bにきたとき 3=x ，Cにきたとき 743 =+=x なので， xの変域は 3≦ x≦7 

(3) (△APDの面積)＝
2
1
×(底辺 AD)×(高さ DP) 

DP＋ x＝AB＋BC＋CD＝3＋4＋3なので，DP＋ x＝10 

よって，DP＝ x−10  

よって， ( )xy −××= 104
2
1

， xy 220 −=  

点 Pが Cにきたとき 743 =+=x ，Dにきたとき 10343 =++=x なので， 

xの変域は 7≦ x≦10 

(4) 0≦ x≦3では xy 2= で， 3=x のとき 632 =×=y  

原点と右図 R(3，6)を結ぶ。 

3≦ x≦7では 6=y なので，Rと S(7，6)を結ぶ。 

7≦ x≦10では， xy 220−= で， 

10=x のとき 010220 =×−=y  

Sと T(10，0)を結ぶ。 
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【】試験問題 J  

□1  次の計算をしなさい。 

(1) 35−−  (2) 
21
104.1

4
3

×−  

(3) aa 43 −  (4) cba ×÷  

(5) ( ) 22 33 aa −  (6) baab 8
24
÷÷






−  

(7) ( ) ( )xyyx 2332 +−−  (8) 
2

532 baba −
−−  

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

(7)  (8)  

[解答](1) 8−  (2) 
12
1
 (3) a−  (4) 

b
ac
 (5) 26a  (6) 

16
1

−  (7) y5−  

(8) 
2

ba +−
 

[解説] 

(2) 
12
1

12
8

12
9

3
2

4
3

21
10

10
14

4
3

21
104.1

4
3

=−=−=×−=×−  

(6) 
16
1

32
2

8
12

4
8

24
−=−=××−=÷÷






−

ab
ab

ba
abbaab

 

(7) ( ) ( ) yyyxxxyyxxyyx 5326663262332 −=−−−=−−−=+−−  

(8) 
( ) ( ) ( )

2
5342

2
5322

2
53

2
22

2
532 babababababababa +−−

=
−−−

=
−

−
−

=
−

−−  

22
5432 babbaa +−

=
+−−

=  
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□2  次の連立方程式を解きなさい。 

(1) 




=−
=+

1
5

yx
yx

 (2) 




=+
=+
42
532

yx
yx

 

(3) 




=−
=+

423
952

yx
yx

 (4) 






=

=+

yx

yx

32

2
3  

(5) 






−=+

=−

1
3
2

4
1

54.12.0

yx

yx
 (6) 

( ) ( )
( ) ( )




=−++
=−−+

1323
4322

yxyx
yxyx

 

[解答欄] 

(1) 




=
=

y
x

 (2) 




=
=

y
x

 (3) 




=
=

y
x

 

(4) 




=
=

y
x

 (5) 




=
=

y
x

 (6) 




=
=

y
x

 

[解答](1)




=
=

2
3

y
x
 (2)





=
−=
3
2

y
x
 (3)





=
=

1
2

y
x
 (4)







=

=

3
4
2

y

x
 (5)





−=
=

3
4

y
x
 (6)










=

−=

9
5

9
1

y

x
 

[解説] 

(1) 




=−

=+

･･･②

･･･①

1
5

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 yを消去するために①＋②で，

62

1)
5

=

=−+
=+

x

yx
yx

 

よって， 3=x  ①に 3=x を代入すると， 2,53 ==+ yy  

(2) 




=+

=+

･･･②

･･･①

42
532

yx
yx

 

加減法で解く(代入法も可)。 xを消去するために①－②×2 

3

842)
532

−=−

=+−
=+

y

yx
yx
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よって 3=y  ②に 3=y を代入すると， 2,46,432 −==+=×+ xxx  

(3) 




=−

=+

･･･②

･･･①

423
952

yx
yx

 

加減法で解く。 xを消去するために，①×3－②×2 

1919

846)
27156

=

=−−
=+

y

yx
yx
 よって 1=y  

①に 1=y を代入すると， 2,42,9152 ===×+ xxx  

(4) 






=

=+

･･･②

･･･①

yx

yx

32

2
3  

代入法で解く。②より
3
2,32,23 xyxyxy =÷== ･･･②’ 

②’を①に代入すると， 2,2
3
3,2

3
2

3
===+ xxxx

 

②’に 2=x を代入すると，
3
4

3
22
=

×
=y  

(5) 






−=+

=−

･･･②

･･･①

1
3
2

4
1

54.12.0

yx

yx
 

①の係数の小数を整数にするために①×10で， 257,50142 =−=− yxyx ･･･①’ 

②の係数の分母をはらうために分母の最小公倍数 12をかけて， 

1283,12112
3
212

4
1

−=+×−=×+× yxyx ･･･②’ 

代入法で解く(加減法も可)。①’より， yx 725 += ･･･①’’ これを②’に代入すると， 

( ) 8729,751229,1282175,1287253 −=−−=−=++−=++ yyyyyy  

3,2987 −=÷−= yy  

3−=y を①’’に代入すると， ( ) 4,3725 =−×+= xx  

(6) 
( ) ( )
( ) ( )




=−++

=−−+

･･･②

･･･①

1323
4322

yxyx
yxyx

 

①を整理すると， 47,43342 =+−=+−+ yxyxyx ･･･①’ 

②を整理すると， 136,13363 =+=−++ yxyxyx ･･･②’ 
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代入法で解く(加減法も可)。①’より， yxyx 74,74 +−=−=− ･･･①’’ 

①’’を②’に代入すると， ( ) 2545,134224,13746 ==++−=++− yyyyy  

9
5

45
254525 ==÷=y  

9
5

=y を①’’に代入すると，
9
1

9
35

9
36

9
354

9
574 −=+−=+−=×+−=x  

 

 

□3  ある中学校の合唱部の去年の部員は，男女合わせて 32人であった。今年は，去年よ

り男子部員は 25％，女子部員は 15％それぞれ増加し，増加した人数は男女とも同じであっ

た。去年の男子部員を x人，去年の女子部員を y人として次の問いに答えなさい。 
(1) 去年の部員の人数の関係から方程式をつくりなさい。 

(2) 今年，増加した人数の関係から方程式をつくりなさい。 

(3) (1)，(2)を連立方程式として解き，今年の男子部員と女子部員の人数を求めなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

 

 

[解答](1) 32=+ yx  (2) yx 15.025.0 =  (3) 男子：15人，女子：23人 

[解説] 

(1) 去年の部員は，男女合わせて 32人であったので， 

(去年の男子部員数)＋(去年の女子部員数)＝32で， 32=+ yx  

(2) 男子 x人の 25％は x25.0 人，女子 y人の 15％は y15.0 人。増加した人数が等しいこと

から， yx 15.025.0 =  

(3) 連立方程式




=

=+

･･･②

･･･①

yx
yx

15.025.0
32

を代入法で解く(加減法も可)。 

①より， xy −= 32 ･･･①’ これを②に代入すると， ( )xx −= 3215.025.0  

両辺を 100倍すると， ( ) ( ) 9635,3965,3235,321525 =+−=−=−= xxxxxxxx  

12,968 == xx  

12=x を①’に代入すると， 201232 =−=y  

31225.025.0 =×=x なので，男女 3人ずつ増加。 
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従って，男子は 12＋3＝15人，女子は 20＋3＝23人 

これは問題にあてはまる。 

 

 

□4  峠をはさんで 18000m離れた A，B両地がある。A地から B地まで行くのに，A地

から峠までは時速 3km，峠から B地までは時速 5kmで歩いて，全体で 5時間かかった。

このとき，A地から峠まで，峠から B地まではそれぞれ何 kmか求めなさい。 
[解答欄] 

 

 

 

 

 

 

 

[解答] 
A地から峠までを x km，峠から B地までを y kmとする。 

A，B両地間は 18000m＝18kmなので， 18=+ yx ･･･① 

A 地から峠までは時速 3km で歩いたので，かかった時間

は
3
x
時間，峠から B地までは時速 5kmで歩いたので，か

かった時間は
5
y
時間， 

全体で 5時間かかったので， 5
53
=+

yx
･･･② 

①，②を代入法で解く。まず，②の両辺に 15をかけると， 7535 =+ yx ･･･②’ 

①より xy −= 18 ･･･①’ これを②’に代入すると， 

( ) 5.10,212,753545,751835 ===−+=−+ xxxxxx  

5.10=x を①’に代入すると， 5.75.1018 =−=y  

これらは問題にあてはまる。 

よって，A地から峠までは 10.5km，峠から B地までは 7.5km。･･･答 
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□5  下の図の①～⑤のうち，アと合同になる三角形をすべて答えなさい。また，そのとき

使った合同条件も書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

 

 

[解答] 

①：斜辺と他の 1辺がそれぞれ等しい，④：斜辺と 1つの鋭角がそれぞれ等しい 

[解説] 

直角三角形の合同条件は，A)斜辺と 1つの鋭角がそれぞれ等しい，B)斜辺と他の 1辺がそ

れぞれ等しい。 

アと①の直角三角形は斜辺が 4cmで等しく，他の 1辺が 2cmで等しいので B)より合同と

いえる。 

アのもう 1 つの内角は 180°－90°－30°＝60°アと④の直角三角形は斜辺が 4cm で等しく，

1つの鋭角が 60°で等しいので A)より合同といえる。 

 

 

□6  次のことがらの逆を書きなさい。また，それが正しければ○，正しくなければ×をつ

けなさい。 
(1) △ABC≡△DEFならば，∠B＝∠Eである。 

(2) 錯角が等しければ，2直線は平行である。 

(3) 正三角形は，鋭角三角形である。 
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[解答欄] 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

[解答]∠B＝∠Eならば，△ABC≡△DEFである。 × 

(1) 2直線が平行ならば，錯角は等しい。 ○ 

(2) 鋭角三角形であるならば，正三角形である。 × 

[解説] 

「○○ならば□□」の○○の部分を仮定，□□の部分を結論という。 

「○○ならば□□」の逆は「□□ならば○○」，仮定と結論を入ればよい。 

もとの「○○ならば□□」が正しくても，その逆「□□ならば○○」が正しいとはかぎら

ない。 

 

 

□7  下の図で，∠ xの大きさを求めよ。 

(1)           (2)             (3) 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 36° (2) 105° (3) 48° 
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[解説] 

(1) 二等辺三角形の底角は等しいので∠B＝∠C 

∠C＝72°なので∠B＝72° 

三角形の内角の和は 180°なので， 

∠A＋∠B＋∠C＝180° 

よって， x＋72°＋72°＝180°， x＝180°－72°－72°＝36° 

(2) 二等辺三角形の底角は等しいので∠ABC＝∠ACB 

この角度を右図のように aとおく。 

また，右図のように∠BAC＝bとおくと， 

三角形の内角の和は 180°なので，ａ＋ａ＋ｂ＝180° 

また，ｂ＝180°－150°＝30° 

よって，2ａ＋30°＝180°，2ａ＝150°よってａ＝75° 

x＝180°－75°＝105° 

(3) 仮定より BC＝BD 

また，△ABCは正三角形なので BC＝BA 

よって BA＝BDとなり，△BADは二等辺三角形

で，∠BDA＝∠BAD＝ x  

∠ABD＝180°－2 x  

次に△BCDで，三角形の内角の和は 180°なので，18°＋18°＋60°＋180°－2 x＝180° 

－2 x＝－96° よって x＝48° 

 

 

□8  右の図で，点Ⅰは△ABC の∠B，∠C の二等分線の交

点であるとする。 
(1) ∠A＝52°のとき，∠BICは何度ですか。 
(2) ∠A＝ p °として，∠BICを pを使って表しなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 116° (2) 





 +

2
90 p

 ° 
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[解説] 

(1) △IBCで「三角形の内角の和は 180°」の性質より， 

∠BIC＋ａ＋ｂ＝180° 

よって∠BIC＝180°－(ａ＋ｂ)･･･① 

同様に△ABCで 

2ａ＋2ｂ＋52°＝180° 2(ａ＋ｂ)＝128° 

ゆえにａ＋ｂ＝64° 

これを①に代入すると，∠BPC＝180°－64°＝116° 

(2) (1)と同様にして解く。 

 

 

□9  「△ABCで，∠B＝∠Cならば，AB＝ACである。」このことを次のように証明した。

次の問いに答えなさい。 
[証明] 

(    ア    )を Dとする。 

△ABDと△ACDにおいて 

仮定から，∠B＝∠C･･･① 

また，∠BAD＝∠CAD･･･② 

(    イ    )だから， 

①，②より，∠ADB＝∠ADC …③ 

また，ADは共通･･･④ 

②，③，④より，(    ウ    )から， 

△ABD≡△ACD したがって，AB＝AC 

 

(1) 上の証明の(  )に入る文章を書きなさい。 

(2) 上の証明は，二等辺三角形であるための条件の定理としてまとめることができます。

この定理を文章で書きなさい。 

[解答欄] 

(1)ア  イ  

ウ  (2)  
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[解答](1)ア ∠Aの二等分線が BCと交わる点，イ 三角形の内角の和は 180°， 

ウ 一辺と両端の角がそれぞれ等しい (2) 2つの角が等しい三角形は二等辺三角形である 

[解説] 

∠Aの二等分線が BCと交わる点を Dとする。 

△ABDと△ACDにおいて 

仮定から，∠B＝∠C･･･① 

また，∠BAD＝∠CAD･･･② 

三角形の内角の和は 180°だから， 

①，②より，∠ADB＝∠ADC …③ 

また，ADは共通･･･④ 

②，③，④より，一辺と両端の角がそれぞれ等しいから， 

△ABD≡△ACD したがって，AB＝AC 

 

□10  右の図のように△ABC の 1 辺 BC の中点を

Mとし，頂点 B，Cから AMに垂線 BH，CKをひ

くと，BH＝CKであることを証明しなさい。 
 

 

[解答欄] 

 

 

 

 

 

[証明] 

△BHMと△CKMにおいて 

仮定より，BM＝CM･･･① 

仮定より，∠BHM＝∠CKM＝90°･･･② 

対頂角は等しいので，∠BMH＝∠CMK･･･③ 

①，②，③より，2つの直角三角形の斜辺と他の 1鋭角がそれぞれ等しいので， 

△BHM≡△CKM 合同な三角形の対応する辺の長さは等しいので，BH＝CK 
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【】試験問題Ｋ 

□1  次の(ア)～(エ)に当てはまる言葉や数を答えなさい。 
・1次関数 baxy += のグラフは， 0>a のとき( ア )の直線で，xの値が増加すると y
の値も( イ )する。 

・方程式 3−=y のグラフは，座標(0，( ウ ))を通り，( エ )に平行な直線になる。 

[解答欄] 

ア イ ウ エ 

[解答]ア 右上がり イ 増加 ウ －3 エ x軸 

[解説] 

(1) 1 次関数 baxy += の aは傾きを表し， 0>a のときグラフは右上がりの直線となり，

xが増加すると yも増加する。 0<a が負のときは右下がりに直線となり， xが増加する
と yは減少する。 

(2) ay = は x軸に平行な直線になり， bx = は y軸に平行な直線になる。 

 

 

□2  右の図について答えなさい。 
(1) ∠aと∠cのような位置関係にある2つの角を何といいますか。 

(2) ∠d と∠h のような位置関係にある 2 つの角を何といいます

か。 

(3) ∠cと錯角の位置関係にある角を答えなさい。 

(4) ∠aと∠eの大きさが等しいときの 2直線 ml, の位置関係を
記号を使って表しなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  (4)  

[解答](1) 対頂角 (2) 同位角 (3) ∠ｅ (4) ml //  
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□3  下の図で ml // のとき，∠ x，∠ yの大きさを求めなさい。 
(1) (2) 

 

 

 

 

 

(3) (4) 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)  (2)  

(3)  (4) 

[解答](1) x＝50°， y＝55° (2) x＝75°， y＝115° (3) x＝140°， y＝65° 

(4) x＝80° 

[解説] 

(1) 対頂角は等しいので， x＝50° 
また，対頂角が等しい性質を使って yを右図のように移すと， 

50°＋ y＋75°＝180° よって y＝55° 

(2) 「平行線の錯角は等しい」の性質を使って 105°を右図のように

移すと，105°＋ x＝180°よって x＝75° 

同様にして，65°を右図のように移すと，65°＋ y＝180° 

よって y＝115° 

(3) x＋40°＝180°なので， x＝140° 

このタイプの問題は，右図のように他の 2本の直線と 

平行な補助線を引くのがポイント。 
図より， y＝25°＋40°＝65° 
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(4) 右図で，∠BAC＝180°－150°＝30° 

また，「平行線の錯角は等しい」の性質を使って xを右図のよ
うに移す。 

△ABCで，三角形の 2つの内角の和は他の外角に等しいので， 

x＝30°＋50°＝80° 

 

 

□4  次の対応表を完成させなさい。 
(1) 23 −= xy  

x  －2 －1  0  1  2  3 
y  －8    1   7 

(2) 1
2
1

+−= xy  

x  －4 －2  0  2  4  6 
y    2   －1 －2

[解答] 

(1)  

x  －2 －1  0  1  2  3 
y  －8 －5 －2  1  4  7 

(2)  

x  －4 －2  0  2  4  6 
y   3  2  1  0 －1 －2

 

 

 

□5  次の条件を満たす直線の式を求めなさい。 
(1) 傾きが－4で，点(－2，8)を通る直線 

(2) 直線 42 +−= xy に平行で点(－3，5)を通る直線 

(3) 2点(5，2)，(3，6)を通る直線 

(4) 2点(4，－2)，(0，－2)を通る直線 
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[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) xy 4−=  (2) 12 −−= xy  (3) 122 +−= xy  (4) 2−=y  

[解説] 

一次関数 baxy += でaは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 傾きが－4 なので， bxy +−= 4 とおくことができる。点(－2，8)を通るので，

bxy +−= 4 に 8,2 =−= yx を代入すると， ( ) 0,88,248 =+=+−×−= bbb  

よって， xy 4−=  

(2) 2直線が平行であるとき baxy += の傾きaは等しい。したがって，求める直線の傾き
は 2−=a で bxy +−= 2 とおくことができる。点(－3，5)を通るので， bxy +−= 2 に

5,3 =−= yx を代入して， ( ) 1,65,325 −=+=+−×−= bbb  

よって， 12 −−= xy  

(3) baxy += が 2点(5，2)，(3，6)を通るので， 

2,5 == yx を代入して， 25,52 =++×= baba ･･･① 

6,3 == yx を代入して， 63,36 =++×= baba ･･･② 

①－②より 2,42 −=−= aa  これを①に代入すると， ( ) 210,225 =+−=+−× bb  

12=b  よって 122 +−= xy  

(4) 2点(4，－2)，(0，－2)の y座標がともに－2なので，この直線は x軸に平行で， 

求める式は 2−=y  

 

 

□6  次の方程式のグラフをかきなさい。 

(1) 05 =−+ yx  

(2) 042 =−− yx  

(3) 72 =− yx  
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[解答] 

 

 

 

 

 

 

[解説] 

baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 05 =−+ yx を変形して， 5+−= xy  

5+−= xy の切片は 5なので，P(0，5)を通る。 

(傾き)＝
1
11

+
−

=− ＝
)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝＋1のとき，( yの増加量)＝－1 

Pから x方向に＋1，y方向に－1だけすすめた点Qをとる。PQを結んだ直線が 5+−= xy
のグラフになる。 

(2) 042 =−− yx を変形して 42 −= xy  

42 −= xy の切片は－4なので，R(0，－4)を通る。 

(傾き)＝
1
22

+
+

= ＝
)(
)(

の増加量

の増加量

x
y なので， 

( xの増加量)＝＋1のとき，( yの増加量)＝＋2 

Rから x方向に＋1，y方向に＋2だけすすめた点 Sをとる。RSを結んだ直線が 42 −= xy
のグラフになる。 

(3) 72 =− yx を変形して，
2
7

2
1

−= xy となり，切片が分数になる。そこで，適当な 2

点を求めてグラフを描く。 

5−=x のとき， ( ) 6
2

12
2
75

2
1

−=−=−−×=y  よって T(－5，－6)を通る。 

5=x のとき， 1
2
2

2
75

2
1

−=−=−×=y  よって U(5，－1)を通る。 

TUを結んだ直線が 72 =− yx のグラフになる。 
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□7  1次関数 52 −= xy について，次の問いに答えなさい。 
(1) 1=x のとき， yの値を求めなさい。 

(2) 4=x のとき， yの値を求めなさい。 

(3) xの変域を 1≦ x≦4としたとき， yの変域を求めなさい。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 3−=y  (2) 3=y  (3) －3≦ y≦3 

[解説] 

(1) 52 −= xy に 1=x を代入すると， 3512 −=−×=y  

(2) 52 −= xy に 4=x を代入すると， 3542 =−×=y  

(3) (1)と(2)，および右図より， 
xの変域が 1≦ x≦4 であるとき， yの変域は，－3≦ y≦3 

 

 

□8  右のグラフについて，次の問いに答えなさい。 

(1) 右の図で，①の直線の式を求めなさい。 

(2) 右の図で，②の直線の式を求めなさい。 

(3) 直線①，②の交点の座標を求めなさい。 

[解答欄] 

(1) 

(2) 

(3) 

[解答](1) 2+−= xy  (2) 33 += xy  (3) 





−

4
9,

4
1

 

[解説] 

(1) baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を

表す。①の直線が y軸と交わる点の座標は P(0，2)と読み取ることができ

る。したがって切片bは 2， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取
ると右図の点 Q。Pから Qで， xは＋1， yは－1 変化する。したがって
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直線の傾きaは 1
1
1

−=
+
−
 ゆえに，求める直線の式は 2+−= xy である。 

(2) ②の直線が y軸と交わる点の座標は R(0，3)と読み取ることができる。

したがって切片bは 3， yx, ともに整数になる点をグラフから読み取ると
右図の点 S。Rから Sで，xは＋1， yは＋3変化する。したがって直線の

傾きaは 3
1
3
=

+
+
 ゆえに，求める直線の式は 33 += xy である。 

(3) 2直線の交点を求めるためには，2直線の式を連立方程式として解けば

よい。 





+=

+−=

･･･②

･･･①

33
2

xy
xy

で②の yを①に代入すると， 

4
1,14,323,233 −=−=−=++−=+ xxxxxx  

4
1

−=x を①に代入すると，
4
92

4
12

4
1

=+=+





−−=y  

よって交点の座標は 





−

4
9,

4
1

 

 

□9  右の図のように，1cm の間隔で規則的に並んでい

る点を結んで，正方形を作った。いちばん内側の正方形

から，1周目，2周目，3周目，‥･として，次の問いに

答えなさい。 
(1) x周目の正方形の周上の点の数を y 個として下の

表を完成させなさい。 

 

 

 
(2) yを xの式で表しなさい。 

(3) 20周目の正方形の周上の点の数を求めなさい。 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

x  1 2 3 4 5 6 7 8 
y          
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[解答](1) 左から 4，8，12，16，20，24，28，32 (2) xy 4=  (3) 80個 

[解説] 

(1)(2) 1周目は 4個 

2周目は右図のように考えると，2×4＝8個 

同様にして， 

3周目は，3×4＝12 

4週目は，4×4＝16 

x周目は， x×4＝4 x  よって， xy 4=  

(3) xy 4= に 20=x を代入すると， 80204 =×=y  よって 80個 

 

 

□10  長さ 30cmの線分 AB上を，点 Pは毎秒 2cmの速

さで，点 Qは毎秒 3cmの速さで往復する。点 Pが点 A

から，点 Qが点 Bから出発するとして，出発してから

の時間を x秒，AP の長さを y cm とする。このとき，

次の問いに答えなさい。 
(1) 点 Pがはじめて Bに着いてから Aにもどってくるまでの間について，yを xの式で表

しなさい。また，このときの xの変域を求めなさい。 

(2) 2点 P，Qが 2回目に出会うのは，出発してから何秒後か。 

[解答欄] 

(1)  (2) 

[解答](1) 602 +−= xy ， 3015 ≦≦ x  (2) 18秒後 

[解説] 

(1) Pが Bに到着するのは，30÷2＝15(秒後) 

Pが B点に到着したとき， 15=x ， 30=y  

(右図の点 S) 

Pが Bで折り返して Aに戻るのは 15×2＝30(秒後)で， 

0,30 == yx (右図の点 T) 

ST間の yを xの式で表すと，直線の式なので 

baxy += とおくことができる。図より(15，30)，(30，0)を通るので， 

30,15 == yx を代入して， 3015,1530 =++×= baba ･･･① 
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0,30 == yx を代入して， 030,300 =++×= baba ･･･② 

②－①より， 2,3015 −=−= aa  これを②に代入すると， ( ) 0230 =+−× b  

60,060 ==+− bb  よって， 602 +−= xy  

このとき， xの変域は 3015 ≦≦ x  

(別解) 

右図で，AB＋BP＝(Pが進んだ距離の合計) 

(Pが進んだ距離の合計)＝ xx 22 =×  

よって，AB＋BP＝ x2  

ところで，右図より，(AB＋BP)＋AP＝30×2 

602,602 +−==+ xyyx  

(2) (1)と同様に点 Qの動きをグラフにすると右図のよう

になる。グラフ中の点 Uは最初に Pと Qが出会う場合

を，点Vは 2回目に PとQが出会う場合を示している。 

点 Vの座標を求めるために，Qの 2010 ≦≦ x における

直線の式を求める。 

この直線の式を dcxy += とおくと，(10，0)，(20，30)

の 2点を通るので，  

0,10 == yx を代入すると， 010,100 =++×= dcdc ･･･③ 

30,20 == yx を代入すると， 3020,2030 =++×= dcdc ･･･④ 

④－③より， 3,3010 == cc  

これを③に代入すると， 30,0310 −==+× dd  

よって，直線の式は 303 −= xy ･･･⑤ 

(1)で求めた 602 +−= xy ･･･⑥と⑤の交点を求めるために，⑤，⑥を連立方程式として解

く。 

⑤の yを⑥に代入すると， 18,905,306023,602303 ==+=++−=− xxxxxx  

よって，2回目に出会うのは出発してから 18秒後 
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